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　こどもまんなか社会の実現に向けて、４月に「こど
も家庭庁」が発足しました。こども家庭庁では、子ど
もを産みやすい、子育てをしやすい環境を整えるた
め、国や社会のかたちを「こどもまんなか」に変えて
いきます。
　この趣旨に賛同した本市では６月、県内で初めて、
「こどもまんなか応援サポーター」宣言を行いました。
本市は、妊婦一人当たりに占める保健師の数が、県
内NO.1『保健師が充実したまち』。これらのことから、
フィンランド発祥の子育て支援システム「ネウボラ」
をヒントに、パパやママ、子どもに寄り添う本市独自
の子育て支援事業として「こどもまんなかプロジェク
ト」を進めています。　
　どんどん加速していく少子高齢化。未来の矢板市
を担う子どもたちが、健やかに成長していくために、
市が、地域が、そして一人ひとりが、どのように子育て
に関わっていくべきか、改めて考えることが求められ
ているようです。
　今号では、本市の「子育て支援の今」を紹介すると
ともに、育児を支える地域の人たちの想いに触れ、「こ
どもまんなか社会」での子育てについて考えます。

ネウボラって何？
　フィンランド語で「助言の場」を意味するネウボラは、フィ
ンランド発祥の子育て支援システム。子育て家庭を対象に健
診・相談はもちろん、妊娠期から子育て期まで切れ目のない
包括的な支援を行う場として、国民に広く支持されています。
「子育ては社会で行うもの」子育てしやすい国として世界的に
高い評価を受けているフィンランドでは、このような共通認識が
根付いています。子育て支援の在り方を見直す中で、今、「ネウ
ボラ」が注目を浴びています。
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特集 　やいたのまんなかには愛がある　
地域おこし通信・ヤイタゴハン　ほか
子育てひろば・図書館へGO！　ほか
今月のニュース＆トピックス
はつらつ通信
市からのお知らせ
クイズ＆アンケート・編集後記

CONTENTS　目次

Yaita vol.1162  広報やいた 2023年10月号

30,683 人 （ 4）
男 15,262 人（△ 9）
女 15,421 人（  　13）
13,381 世帯（ 17）
（　）内は 8月 1日との比較 
△は減

出生         12 人
死亡         31 人
転入       85 人
転出       62 人
※住民基本台帳をもとに算出

POPULATION 人口（9月1日現在）
表紙は、イケポス池田キッ
ズハウスで行われた未来館ま
つりでのひとコマです。1階
こどもの広場で楽しそうに遊
ぶ親子。お子さんの無邪気な
笑顔が印象的でした。
この日はたくさんの子ども
たちが集まり、笑顔と笑い声
があふれました。

COVER　表紙の写真　

特集 やいたのまんなかには愛がある
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祖父母手帳

昔と今の子育ての違
いをわかりやすく解
説した手帳を配布し
ています。

　保育園（所）
　認定こども園　子育てイベント
未就園児のお子さんと保護者の方を対
象にイベントとサロンを開催。一緒に
楽しく遊びながら、子育て仲間の輪を
広げましょう。

先輩ママの話が聞けた
し、心と体がリフレッ
シュできてよかった

先輩ママ

先輩ママ

おじいちゃん・おばあちゃん

先輩パパ

先輩パパ

参加者

こどもまんなかプロジェクト

矢板版 ネウボラ
　妊娠・出産・育児・就学まで、一家族
を同じ保健師が担当したり、行政・地域・
医療が連携したり、地域みんな
で切れ目ないサポートをしている
本事業の一部を紹介します！

ファミリーサポートセンター

支援をしてほしい人と手助けができる
人がお互いに助け合う子育て支援シ
ステム。お子さんの送迎や一時預か
りなど、利用方法はさまざまです。

中学生放課後学習塾

中学 3年生を対象とした無料の公
営塾。週に1・2回民間の塾講師
から数学と英語を学べます。

こどもみらい そうだんしつ

支援が必要なお子さんに対し、
イケポス池田キッズハウスで、総
合相談窓口を開設。発達状況・
学校生活・進学など、ニーズに
合わせた相談にそれぞれの専門
スタッフが対応します。

子どもに合った方を
コーディネートしてく
れるので、安心して預
けられますよ

児童館

地域の健全な児童育成のため、お
子さんの遊びや指導･各種行事を
行います。児童に関する会議や集
会でも利用できます。

図書館

小さなお子さん向けのおは
なし会を実施しています。

発達相談・ことばの相談

心理相談員や言語聴覚士がお
子さんの発達について相談を
お受けします。

学校支援ボランティア

子どもたちの学習のために、学校の
教育活動や環境整備などを支援する
地域の方によるボランティア活動です。

制服バンク

不要になった制服や体
操着を集めて、必要と
する家庭に譲渡します。

長峰公園

広い芝生広場や大型遊
具など子どもと思いっ
きり遊べる公園です。

マタニティエクササイズ教室

妊娠中でも安心して楽しめる運動
教室。出産・産後に必要な筋肉を
鍛えながら、妊娠中の生活や出産・
育児に向けた相談もできます。

授乳（母乳）相談

授乳量のこと、断乳・卒乳のこ
と、ミルクと離乳食のバランスな
ど、丁寧にお答えします。

育児教室

助産師によるベビーマッサージ
教室、栄養士による離乳食教室な
ど、同じ月齢の子どもを持つママ
と一緒に育児が学べます。

子育て支援チャンネルふぁみ♡はぐ

矢板市公式 Youtube チャンネルで
離乳食の進め方や親子でできるふ
れあい運動遊びなど、子育て動画
が視聴できます。

妊婦健診

おなかの赤ちゃんとママの健康
を医師や助産師が定期的に見守
るため、医療機関で使用する妊
婦健康診査受診票を交付します。

イケポス池田キッズハウス
（子ども未来館）

大きな室内遊具・赤ちゃん向け
コーナーなど遊びが充実。毎月楽
しいイベントも開催中。スタッフ
に育児相談もできます。

赤ちゃん訪問

保健師が、赤ちゃんが産まれたすべ
ての家庭に訪問し、家庭での子育て
の様子や心配ごとをお聞きします。

産後ケア

産後の体の回復に心配があったり、慣れない
育児生活に不安があったりする場合、赤ちゃ
んと一緒に宿泊または日帰りで医療機関を利
用し、相談やリフレッシュができます。

Yaita のママトレ
（産後の体操教室）
出産後のママは、妊娠や
出産によって筋肉や皮膚
が緩んだ状態です。身体
を動かすことで、骨盤な
どの回復を促しましょう。
（託児付）

乳幼児健康診査・相談

お子さんの発育状況・育児に
ついて保健師に相談できます。
「離乳食がうまく進まない」「体
重が増えない」など、ちょっ
とした心配ごとでもOKです。

ん

者

昔の常識とは変わっ
たこともあるんだね

先

家ではできない活動や季
節のイベントを楽しむこ
とができました。園の雰
囲気も知れていいですね

いつも使っている教室な
ので、家よりも集中できて、
勉強がはかどっています

一人ではなかなかやらないト
レーニングでしたが、楽しく
汗をかけました。子育ての話
を共有するママ友もできた

動画なのでわかりやすい。
「間違っていなかった！」
と自信がついた

先輩ママ

初めての授乳でしたが、話
をじっくり聞いてもらえて、
精神的に楽になりました

詳しくはこちら

家にはない大型絵本での読
み聞かせに子どもたちは大
興奮。楽しい時間でした

小学校で調理実習のお手伝
いをしました。子どもたち
と過ごす時間で、元気をも
らってます

先輩ママ

現役中学生

先輩ママ

支援内容は、利用する時期に合わせて色分けしています。

就学前期 就学期妊娠・出産期 どの時期でも利用可



広報やいた　2023．106 広報やいた　2023．10 7広報やいた　2023．10

ママ、一人でがんばりすぎないで

パパママに聞いた

ネウボラ
体験ストーリー

たくさんの「めぐり愛」が重なり
たどり着いた矢板市だから

「地元だから」、「結婚を機に」、「勤務先が近いから」　　　　。
皆さんが矢板市に住む理由はさまざまです。たくさんの「巡りあい」が重なりたどり着いた
矢板市だから。「ココに住んでよかった」そう言ってもらえる場所でありたい　　　　。

今、不安なこと、
悩んでいることはありませんか？

　だんだん変わりつつはあるものの、日本での育児は
まだまだ母親が担い、育児の悩みや不安などを気軽に
相談できる場所が少ないのが現実です。ママ、大丈夫。
一人でがんばりすぎないで。矢板市にはネウボラ保健
師がいます。「肩の力をぬいて妊娠・出産・育児という、
本来、楽しく希望に満ちた時間を楽しんでほしい」矢
板版ネウボラには、そんな思いが込められています。
　ネウボラの特徴は、一家族を同じ保健師が継続的に
担当するため、お互いの信頼関係を築きやすいこと。
そのため家族は、健康に関すること以外にも子どもの
成長や子育て、家庭の問題など、そのときどきの不安
や悩みなどを何でも気軽に相談することができます。
経済面も含めた生活状況についても対話を重ねるため、
必要に応じて適切な支援機関へスムーズにつなげるこ
とが可能です。
　「子育てで困ったり、不安に思ったりすることがあっ
た時、真っ先に頼られる存在でありたい」そう話すの
は子ども課の担当保健師です。妊婦面談や赤ちゃん訪
問など、妊娠期から幼児期の子どもと保護者を対象と
した母子保健事業を担当しています。
　同じ保健師が、健診や相談で対話を重ねることで、
心を寄り添える関係を築き、抱えている不安が小さな
うちに一緒に考えたり、悩みの本質的な部分をとりこ

ぼすことなく支えたりすることができます。このこと
は貧困や虐待、産後うつなどの問題の早期発見、予防、
早期支援にもつながります。また、母子だけでなくパー
トナーやきょうだいを含めた包括的な支援も受けられ
るため、家族全体で子育てをする意識が芽生え、ママ
の負担が減ることもネウボラのメリットです。

子どもたちの成長を共に喜びたい
保健師による育児サポートの充実を図るため、今年

度から「マタニティエクササイズ教室」や「授乳相談」、
「Yaita のママトレ（産後の体操教室）」、「親子ふれあい
遊び教室」などの新規事業を立ち上げました。これら
は産前・産後のママたちの体のケアをするだけでなく、
「もっと話しやすい環境でママたちの声を聞きたい」と
いう保健師の想いから、考案した事業です。矢板版ネ
ウボラを定着させていくために、ママの意見を取り入れ、
市の実状に合わせて楽しい事業にしていきます。
　子育ては、不安や悩みが尽きないもの。家族のほか
に、なんでも相談できる人が身近にいれば心強いものです。
「子どもたちの成長を一緒に喜ぶ存在でいたい」矢板市
の保健師は、そんな想いを胸に、今日も家族の皆さん
と対話を重ねます。
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「
私
で
お
役
に
立
て
る
な
ら
」　
 
 

　

子
育
て
も
一
段
落
し
て
、
自
分
の
時
間
が

取
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
共
働
き
で
子

育
て
を
す
る
若
い
世
帯
、
家
族
プ
ラ
ス
１
の

サ
ポ
ー
ト
が
ほ
し
い
世
帯
、そ
ん
な
方
た
ち
に
、

「
私
で
お
役
に
立
て
る
な
ら
」
と
フ
ァ
ミ
サ
ポ

の
提
供
会
員
に
登
録
し
ま
し
た
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小
さ
い
子
と
ふ
れ
あ
う
機
会
が
減
っ
て
し

ま
っ
た
の
で
、
笑
顔
や
笑
い
声
で
こ
ち
ら
が
元

気
を
も
ら
っ
て
い
ま
す
。
依
頼
会
員
の
子
ど

も
た
ち
と
の
時
間
は
、
私
の
楽
し
み
に
も
な
っ

て
い
ま
す
。

制服バンクで広がる、たすけ愛の輪
困ったときはお互いさま子どももおとなも、地域も行政も、

やいたのまんなかで和気あい愛
学用品をお譲りください
　主に不要になった制服や体操着、
教材などを集めています。多少の
シミや汚れがあっても大丈夫です。
上着・スカート・ズボンそれぞれ
単品でも結構です。回収は当法人
が運営する「風の家」までお持ち
ください。

　問い合わせ／
　NPO法人風車「風の家」
　☎０８０（１０７３）２２６９

風車HP

子どもたちの笑顔でまちを明るく
「行政の手は一切借りず、有志で無料の縁日をやろう！」
そんな仲間の一言がきっかけでした。気づけば協力してくれ
る仲間がどんどん増えて、当日もたくさんの方が遊びに来て
くれました。自分たちが子どもの頃楽しかった「あの夏の思
い出」を子どもたちにも味わってほしかったので、開催して
本当に良かったです。こういう行事を、子どもたちが大人に
なった時には、次の子どもたちに還元して、また次の世代へ
循環していければ最高ですね。

地域も親も『無理なく楽しんで』
　やぐらを組んで音楽を流したり、花火を打ち上げたり、「ふ
るさとの夏祭り」を味わってもらいたくて開催しました。「無
理なく楽しんで」それが今回のイベントの約束事でした。こ
の夏祭りで、子どもたちの心に、ふるさとを感じる思い出を
刻むことができていればうれしいです。無理のないスロー
ペースで今後も毎年続けて開催していきます。矢板を出た子
どもたちが帰省した時、郷土愛を再確認できる温かいイベン
トとして定着できればと考えています。

おはなしポットの会代表
井田  紫衣さん

本を通じてかかわり愛
本との出会いの架け橋に

宝
物
の
一
冊
に
出
会
っ
て
ほ
し
い 
 

お
は
な
し
ポ
ッ
ト
の
会
は
、
２
０
０
０
年
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月
か
ら
「
楽
し
く
て
良
質
な
絵
本
を
子
ど

も
た
ち
に
届
け
た
い
」
そ
の
一
心
で
読
み
聞

か
せ
活
動
を
し
て
い
ま
す
。
定
期
的
に
小
学

校
や
図
書
館
で
「
お
は
な
し
会
」
を
開
催
し
、

子
ど
も
た
ち
に
さ
ま
ざ
ま
な
本
の
世
界
を
紹

介
し
て
き
ま
し
た
。
子
ど
も
に
と
っ
て
読
書

は
『
宝
さ
が
し
』。
子
ど
も
た
ち
が
、
心
を

潤
す
自
分
だ
け
の
一
冊
に
巡
り
合
え
る
よ
う
、

お
は
な
し
ポ
ッ
ト
の
会
で
は
こ
れ
か
ら
も
心

を
尽
く
し
て
活
動
を
続
け
て
い
き
ま
す
。

真
心
を
紡
い
だ
糸
で
あ
り
た
い　

　
「
地
域
の
子
ど
も
た
ち
を
包
む
ネ
ッ
ト
が
あ
っ
て
、

そ
こ
に
ほ
こ
ろ
び
が
あ
る
の
な
ら
、
私
た
ち
は
そ
こ
を

繕
う
優
し
い
糸
で
あ
り
た
い
」
そ
ん
な
思
い
で
活
動
を

は
じ
め
、
制
服
バ
ン
ク
に
は
た
く
さ
ん
の
問
い
合
わ
せ

を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
行
政
で
も
民
間
で
も
手
の
届

か
な
い
場
所
が
あ
り
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
を
思
う
ま
ち

の
人
の
気
持
ち
を
束
ね
て
、
そ
こ
を
そ
っ
と
覆
っ
て
あ

げ
ら
れ
た
ら
。
子
ど
も
た
ち
の
笑
顔
を
活
力
に
、
私
た

ち
は
活
動
し
て
い
ま
す
。

提供会員
渡邉  美佐さん

でかけよう。地域でみんなが待ってるよ！
　子どもは地域の宝。一人で悩まなくても大丈夫。ご近所の先輩パパママが、
中学生や高校生が、たくさんの大人たちが、さまざまな活動を通じて、子
どもたちの笑い声を待っています。さあ、子どもと一緒に地域とつながろう！

『縁日開催！みんなあつまれ』
 笑輪の会代表

斎藤　正弘さん

『矢板こども夏祭り』
 広報担当　

千野根　友和さん

【矢板こども夏祭り】

【やいたのまんなかにこども集合！未来館まつり】

【縁日開催！みんなあつまれ】

「やいたのまんなかにこども集合！未来館まつり」、
「縁日開催！みんなあつまれ」、「矢板こども夏祭り」　　　　。
地域の絆でたくさんのボランティアが集い開催された各イベントでは、パパママ、子
どもたちのたくさんの笑顔があふれました。
やいたのまんなかに愛が集まり、たくさんの『楽しいひととき』を創り出しました。

学

ささえ愛の力、ファミリーサポートセンター

依頼・提供会員募集中！
　地域のささえ愛で、子育て支援しませ
んか。皆さんの協力をお待ちしてます。
問い合わせ／
　矢板市社会福祉協議会
　☎（４４）３０００ 詳しくはこちら
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やっぱり、矢板って あったかい
子どもは一人ひとりみんな違うから、
パパママの心配や悩み、
喜びや幸せもまたそれぞれです。

何よりも大切な支援は、その想いに
共感してくれる人がそばにいること。
ココが、安心できる場所であること。

子どもが、
「矢板に生まれてよかった」
「ふるさと矢板が好き」

パパママが、
「第２子、第３子を産みたい」
「矢板で子育てしてよかった」

そんな風に言ってもらえるまちを
みんなで一緒につくりませんか。
そして、子どもたちの元気な声と
パパママの笑顔を温かく見守っていきましょう。

こどもまんなか応援ブック

妊娠期から就学期までの子育て関
連情報をまとめた総合案内ガイド
ブック。特集で紹介しきれなかった
矢板市の「こどもまんなかプロジェ
クト」がギュッと詰まった一冊です。
　転入・婚姻・妊娠届提出時など、
子育て世代の方を中心に配布し
ます。

巡りあった矢板市の愛。
地域みんなのたすけ愛、ささえ愛、
かかわり愛、和気あい愛。
たくさんの愛を、やいたのまんなかに、
やいたの子どもたちに注いでいきましょう。

矢板の未
こ ど も

来を照らすために　　　　。

い
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　8月 1 日付けで地域おこし協力隊（林業振興）に着任
しました、佐川  一郎です。市有林や市管理林道の管理の
ほか、シカ食害の忌避剤に使用する激辛唐辛子栽培など
の林業振興業務を担当します。
私は、これまで福島県の農業大学校を卒業後、リンゴの農

業経営を行い、その後、千葉県内でブルーベリー、イチジク
を中心とした観光農園の運営に従事してきました。また、そ
のほかにも造園業や伐採業にも携わってきました。
　今回、協力隊着任と合わせて、地域おこしにもつながる個
人的にぜひ実現したい思いを持って矢板に来ました。
その思いとは、私のこれまでの経験と知識を活かして、将

来的に矢板市内に地元産木材を使用したミニログハウス付き
の滞在型市民農園を設立・運営したいということです。
　矢板市は首都圏からのアクセスも良いため、主に首都圏在
住で農業に興味のある方を対象に、農作物を作る機会と場所
を提供することで、農業の素晴らしさ、地域住民との交流を

通じ、矢板市の良さに触れていただき、定住にまでつなげら
れればと考えています。
　また、いずれは農
園を利用した方の農
作物が道の駅やいた
に並ぶような流れが
できたら最高だなと
考えています。
　そのために、まず
個人としては、ミニ
ログハウス製作のノ
ウハウを学びたいと
考えています。

地域おこし通信　Vol.7　

 佐川  一郎  さん
 福島県出身。2023 年 8月から地域お 
 こし協力隊として活動中。

●材料（2人前）

　 ・生鮭…………… 2 切れ
　・ 玉ねぎ…………50g
　・ 白菜……………150g
　 ・黄パプリカ…… 30g
　 ・ブロッコリー… 30g
　 ・しめじ………… 30g
　・サラダ油…… 小さじ 2

 ・小麦粉……… 小さじ 2
 ・酒…………… 小さじ 1と 1/2
 ・鶏ガラスープの素… 小さじ 1
 ・水…………… 120ml
 ・牛乳………… 50ml
 ・塩こしょう… 少々

●作り方

①鮭は 1/2 もしくは 1/3 に切り、玉ねぎは薄切り、白菜・黄パ
プリカ・ブロッコリーは食べやすい大きさに、しめじは石づ
きを切り、ほぐす。
②分量のサラダ油半量で、塩こしょうした鮭を中火で両面焼き、
取り出す。
③残りのサラダ油を入れ、Ａを炒め、小麦粉を入れ、粉っぽさ
がなくなるまで炒めたら、Ｃを加える。
④ Bを入れ、火が通ったら、②と牛乳を入れ、塩こしょうで
味を調える。

「秋鮭と白菜のクリーム煮」
矢板市食生活改善推進協議会　監修

MemoMemo

長山  敏子さん

秋が旬の鮭を使用したレシピで
す。トロトロの白菜がたっぷり
味わえます。ご飯・パンのどち
らでも合うおかずです。

A

B

C

#yaitagram

                                                                                                                     
「#yaitagram」では、矢板での暮らし・風景など、
あなたの好きな矢板市を募集しています。皆さん
も公開アカウントでyaita_city_offi  cialをフォロー
し、インスタグラムの投稿に「#yaitagram」を付
けて矢板市の魅力を発信してみませんか。

　 「#yaitagram」に集まった投稿の中から、2つの写真を紹
介します。続きは SNS でご覧ください。

seisei_photography さん
　寺山観音寺の秋海棠の中にたたずむ着
物美人。幽玄で趣のある一枚ですね。

akichi_mid さん
　浴衣姿の「akichiガールズ」、華やか
で素敵ですね。夏の思い出できたかな⁉

矢板市公式インスタ yaita_city_offi  cial

スマホのお悩み解決します

Q　　スマートフォンを操作するシステムの種類と特徴を教えてください。

A　　 スマートフォンの操作するためのオペレーティングシステム（OS） には、

主に Android（アンドロイド） と iOS（アイオーエス） があります。

　　　　 Android は Google が作った OS で、 搭載している機種は、 SAMSUNG、

LG、 HUAWEI、 Sony など多岐にわたり、 端末選びの際、 選択肢が豊

富です。 また、 Android の注意点として、 アップデートのタイミングが、 ス

マートフォンを作っているメーカーや、 キャリアによって異なることがあります。

　　　　 一方、 iOS は Apple が作った OS で、 iPhone、 iPad といった Apple

で製造しているデバイスでしか使えないものですが、 操作はシンプルで使い

やすいと言われています。 また、 Apple はアップデートを迅速に提供してお

り、 セキュリティが強力です。

投稿フォーム

デジタル保健室では、「疑問があるけど、誰に聞いたらいいのか分
からない」といったデジタルに関するお悩みを解決していきます。
　ささいなことでも大丈夫！皆さんの素朴な疑問をお待ちしています。

○
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矢板駅は、日本鉄道株式会社が敷設した宇
都宮・西那須野間の鉄道開業に伴い、明治 19
年に誕生しました。現在の駅舎は昭和初期に
建てられたもので、木造の味のある駅舎は現
在も大きく変わることなく使われています。
駅舎前のバス乗り場は、昭和 39年に整備され
たもので、この工事により、市の表玄関にふ
さわしい外観となりました。
　写真手前に停車しているのは国鉄バスです。
当時の矢板駅はターミナル的役割を果たして
おり、山縣農場や関谷行き、烏山行きの国鉄
バスが運行されていました。
　このように、矢板駅は今も昔も市民の日常
生活を支えるランドマークの一つとして矢板
市の発展を見守っています。

✉この写真が昭和 39 年以降に撮影されたことはわかるけど…
皆さんからの情報お待ちしているのデス ‼  　by たけりん

○



コトブキシーティング（株）様から企業版ふるさと納税
文化スポーツ複合施設のデジタルサイネージに活用

山縣有朋記念館別館
国登録有形文化財のプレートを贈呈

ピックルボールで全国を舞台に活躍
10月には台湾で開催されるアジア大会にも出場

地域の笑顔がパワーの源
片岡⾧生会が全国老人クラブ連合会活動賞受賞

○

HCCソフトプレゼンツ「矢板市民デー」
栃木GBがホームゲーム＆野球教室開催

矢板のおいしいお米を召し上がれ
食育教室参加親子に新米クーポン配布

○○

ご来店で
プレゼント

ご成約で
プレゼント

ショールームへ



はつらつ通信
はつらつ館情報は

こちらから➡　

認知症などによる

徘徊高齢者などの事前登録制度

11 月の認知機能簡易検査

健 幸 長 寿 コ ラ ム　vol.5 ～矢板市での認知症に関する取り組み～
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11・12月の集団健診日程
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